
様式（1）

就実大学動物実験計画書　（　□新規　□継続　□変更　）
就実大学学長　殿

令和    年    月    日提出

	責任者氏名

所属・連絡先
	　　　　　　　　　㊞
　　
	動物実験の種類
	□  試験・研究 
□  教育・訓練 
□  その他

	研究実施者全員の氏名・連絡先
	　

	研究課題
	　

	実験目的


	　

	動物実験を必要とする理由
	□代替手段がない　□代替手段の精度が不十分

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実験実施場所
	□実験動物施設　□研究・実験室　□その他（　　　　　　　　　　　）

	実験実施期間
	開始：令和　　年　　月　　日　　終了：令和　　年　　月　　日

	実験方法
	

	安全管理上注意の要する実験
	□いいえ

□はい（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	使用動物


	動物種
	系統
	性別
	匹数
	微生物学的品質
	入手先
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	動物飼育場所
	□実験動物施設　□実験動物施設（再搬入する）

□研究・実験室　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


□Ｂ 脊椎動物を用い、動物に対してほとんど あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験。

	□Ｃ 脊椎動物を用い、動物に対して軽度のストレスまたは痛み(短時間持続するもの)を伴うと思われる実験。

重度のストレスや痛みがあるが、麻酔・鎮痛薬等を使用できる。

□Ｄ 脊椎動物を用い、回避できない重度のストレスまたは痛み（長時間持続するもの）を伴うと思われる実験。重度のストレスや痛みがあるが、麻酔・鎮痛薬等を使用できない。

□Ｅ 無麻酔下の脊椎動物に、耐えうる限界に近いまたはそれ以上の痛みを与えると思われる実験。（承認不可）
	


□ その他 （具体的に記入: ）

	
	

	術後・回復期の健康上の留意点
	□無

□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実験終了後の処置（安楽死法等）
	□方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（薬剤名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、その他：　　　　　　　　　　　　　）

□死体処理時の注意点（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	委員会記入欄
	修正意見等

	
	審査結果  □ 本実験計画は、就実大学における動物実験規程等に適合する。 
（条件等  □ 遺伝子組換え実験安全委員会の承認後、実験を開始すること。） 
□ 本実験計画は、就実大学における動物実験規程等に適合しない。
動物実験委員会委員長　　　  　　 　　　　　　　　 　㊞


許可年月日：令和　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　学長承認欄
許可番号　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就実大学学長  　　　　　　 　  　　　　　　　　　 　㊞
